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科目名 
 

宗教学A 

対象学科・学年 
  文学部全学科1回生  
 教育教福1回生  
   
  
  

担当者 
 

梯 信暁 

授業テーマ 
 釈尊の思想と大乗仏教の理念 
授業の概要と目標 
 本学は大乗仏教の信念に基づいて創建された大学です。本講義は、その建学の精神を具体的に示すことを目的とします。釈尊

によって提唱された仏教は、あらゆる生命にそなわる平等の尊厳を説くところに特徴があります。この点を特に強調して、平等

と和合の社会の実現をめざしたのが大乗仏教運動です。インド仏教史を概観しつつ、大乗仏教の理念を求めてゆきたいと思いま

す。 

評価方法 
 期末試験の成績（80％）・出席状況（20％） 

テキスト 
 『インド仏教史序説』 

著者 
 梯 信暁 

出版社 
 百華苑 

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  

 (1)オリエンテーション：講義の目標と内容の概説 

 (2)釈尊の生涯①：誕生からさとりの完成まで 

 (3)釈尊の生涯②：伝道活動と教団の組織 

 (4)仏教の根本思想①：縁起の思想 

 (5)仏教の根本思想②：縁起と無我 

(6)仏教の根本思想③：四諦・八正道  

 (7)仏教の発展①：原始仏教 

 (8)仏教の発展②：部派仏教 

 (9)大乗仏教の興起①：大乗仏教運動の理念 

(10)大乗仏教の興起②：大乗仏教の源流 

(11)大乗仏教の思想①：大乗経典の成立 

(12)大乗仏教の思想②：初期大乗経典の平等思想 

(13)大乗諸学派の成立①：龍樹と中観派 

(14)大乗諸学派の成立②：世親と瑜伽行派 

(15)まとめ：平等と和合の社会をめざして 

 

 

 


